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　　2007年５月号のメールマガジンを配信いたします。新年度を迎えて皆様

それぞれ新たな思いで過されていることと思います。

　　メールマガジンも今年度は障害者の方の医療や療育に関する情報を

多く提供していきたいと考えております。

　　今回は「てんかん」について東部療育センターの医師、検査技師、

医療ソーシャルワーカーそれぞれの立場からの情報提供をいたします。

 <てんかんについて    医師から>

　てんかんは脳の異常な電気活動により繰り返す発作を主な徴候とする脳の慢性

的な病気です。「具体的にはどんなものがてんかん発作ですか」と質問されるこ

とがが多いのですが、ぼーとするもの、動作が止まるもの、体がぴくんとする

もの、手足ががくがく動くものなどさまざまで、一人の方でいくつかの型の発作

をお持ちの方もいます。

発作時は目をつぶっているより、（薄目でも）開けていることがずっと多く、

睡眠時でも覚醒時でも起こります。時間の長短はあっても同じパターンを繰り返

し、他人が抑えようとしても止まらないものですし、基本的に自分で止めること

はできません。光の刺激や何かをすること（誘因）がきっかけで起きる人もいま

す。

意識は完全にないものから、正常に保たれるものまで様々です。原因も遺伝性が

あるものから外傷で起きるものまで多種多様です。

治療は基本的に抗けいれん剤（薬）による治療が基本ですが、難治なものは外科

的に手術で治療することも一般的になってきました。治療により80%以上が治癒

しますが、10%-20%は長年に渡る治療の継続が必要であったり、発作の完全なコン

トロールが難しい人もいます。このように人それぞれ、てんかんの原因、タイプ、

治療、予後などがさまざまなので、主治医と相談しながら診断・加療を進めてい

きます。

　 てんかん学会のホームページ　

てんかんについてのQ＆A http://square.umin.ac.jp/jes/QA1/epilepsyQA.html

 <脳波検査について  検査技師から>

　脳の発作記録を調べるのが脳波検査です。

検査は一般的に遮音で、患者様の発汗をできるだけ抑えた快適な室で行います。

患者様の頭皮、耳たぶ、両手（心電図用）等全部で20数カ所に細く平べったい

１センチメートルの電極に良通電のペーストを固定装着して、記録器に接続して

検査記録をします。

薄暗い部屋で検査状態をモニターカメラで観察しながら検査記録を行います。

東部療育センターでは、検査中にご家族の方が付き添っての同室も可能です。

　この状態で覚醒時、睡眠時、必要であれば連続的な過呼吸を行ってもらった

り、光の度合いを変化させたりして、薬を利用して睡眠状態にして等様々な

状態での脳波を記録します。

　脳波検査の記録時間は概ね30分前後ですが、睡眠状態が確保されているか

どうかで変わってきます。そのため、検査前日には遅く就寝、早起きして検査時

に睡眠時脳波が確保された状態になると理想的です。

　頭髪の長さは測定に影響ありませんが、微弱な電気活動を１万倍に増幅します



ので、頭皮脂の多い方は通電抵抗値が増す影響がありますが、測定器で対応しま

す。

　1回の脳波検査で全ての発作状態が捉えられれば、確定診断されますが、

症状の軽重で検査時の記録に現れないこともあります。その場合には、検査日を

変えて再検査することもあります。脳波検査についても主治医とよくご相談くだ

さい。

 

<てんかんで利用できる福祉制度   医療ソーシャルワカーより>

　てんかんで利用できる福祉制度には、医療費助成制度や

保護帽の費用助成制度などがあります。

　医療費の助成制度には「自立支援医療（精神通院医療）」

があり、てんかんの治療(服薬、検査等）が適応対象となります。

　点頭てんかん(ウエスト）症候群については、小児慢性疾患の

医療費助成の対象となります。

　その他、心身障害者（児）医療や乳幼児医療等の他の医療費

助成制度があれば利用することが可能です。

　

詳しい対象、助成範囲、手続き等については東京都の福祉保健局

こども医療課のホームページを参考にして下さい。

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryojyosei/index.html

　

 てんかんによる転倒などの際に頭部の保護が必要な場合には

日常生活用具として保護帽の交付が受けられます。

　但し、愛の手帳（知的障害の手帳）を所持していることも

合わせて必要であったりと市区により異なる条件があります。

必要とされる場合には市区の障害者福祉課等でご相談

下さい。

　てんかんに関する福祉制度だけでなく、様々な

情報が得られますので日本てんかん協会の

ホームページを参考にして下さい。

http://www5d.biglobe.ne.jp/~jea/

  今回のメールマガジンいかがでしたか？

今回は紙面配布もさせていただきましたが、東部療育センターのホームページ

より配信の申込みができますので、是非ご利用下さい。

　次回は７月に配信予定で夏を迎えて、脱水についての予防や対応の情報提供

を予定しています。
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発行：東京都立東部療育センター

http://www.tobu-ryoiku.jp/k/

個人情報保護方針：http://www.tobu-ryoiku.jp/privacypolicy.html

問い合わせ先：http://www.tobu-ryoiku.jp/inquiry.html

              〒１３６－００７５　東京都江東区新砂３－３－２５

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６３２）８０７０

配信がご不要の方は、下記URLにアクセスして下さい

http://www.tobu-ryoiku.jp/info/mailmagazine.html
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